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五
月
は
各
支
部
で
「
支
部
総
会
」

を
開
催
し
、
新
年
度
の
役
員
を
は
じ

め
、
活
動
方
針
や
予
算
な
ど
が
審
議

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
橋
支
部
は
二
十
四
日
に
開
催
。

支
部
長
に
中
央
キ
ャ
リ
ア
ネ
ッ
ト

㈱
・
小
池
氏
が
選
任
さ
れ
、
活
動
方

針
を
「
学
ぼ
う
！
交
流
し
よ
う
！
そ

し
て
楽
し
も
う
！
」
と
し
ま
し
た
。

第
二
部
記
念
講
演
で
は
「
前
橋
の
歴

史
と
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と

は
」
と
題
し
て
、
日
高
病
院
学
術
研

究
セ
ン
タ
ー
・
下
村
氏
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
崎
支
部
は
二
十
三
日
に
開
催
。

支
部
長
に
関
東
興
業
㈱
・
佐
藤
氏
が

再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
仲
間
を

つ
く
れ
る
支
部
づ
く
り
」
と
し
ま
し

た
。
第
二
部
例
会
で
は
「
全
員
参
加

の
支
部
活
動
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
佐
藤
支
部
長
＋
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
（
五
名
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

伊
勢
崎
支
部
は
十
八
日
に
開
催
。

支
部
長
に
税
理
士
事
務
所
ｓ
ｋ
ｙ
・

小
林
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を

「
強
い
会
社
を
創
ろ
う
」
と
し
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
「
強
い
会
社
を
つ

く
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
山
岸

製
作
所
・
山
岸
氏
（
高
崎
支
部
）
が

基
調
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

桐
生
支
部
は
二
十
六
日
に
開
催
。

支
部
長
に
㈱
ハ
セ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

周
藤
氏
が
選
任
さ
れ
、
活
動
方
針
を

「
仲
間
を
増
や
し
、
更
に
魅
力
あ
る

桐
生
支
部
を
み
ん
な
で
作
る
！
」
と

し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
新
支
部
長

の
周
藤
氏
が
「
新
年
度
の
活
動
方
針

＆
所
信
表
明
」
を
語
り
ま
し
た
。

　

太
田
支
部
は
二
十
六
日
に
開
催
。

支
部
長
に
㈲
神
保
商
会
・
神
保
氏
が

選
任
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
未
来

の
た
め
に
見
栄
や
プ
ラ
イ
ド
を
捨

て
、
真
剣
に
経
営
課
題
に
向
き
合
お

う
！
」
と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は

「
新
体
制
で
臨
む
二
〇
二
二
年
度
太

田
支
部
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
・

旧
支
部
長
（
阿
久
戸
氏
／
神
保
氏
）

の
対
談
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
は
二
十
五
日
に
開
催
。

支
部
長
に
㈲
月
夜
野
き
の
こ
園
・
金

子
氏
が
選
任
さ
れ
、活
動
方
針
を「
経

営
者
の
責
任
を
果
た
す
」
と
し
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
恒
例
の
「
経
営
目

標
交
換
会
」
を
行
い
、
単
年
度
の
経

営
目
標
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

渋
川
吾
妻
支
部
は
二
十
七
日
に
開

催
。
支
部
長
に
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
社
会

保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
事
務
所
・

金
井
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
は

「
話
そ
う
・
聴
こ
う
・
前
を
向
こ
う
！

～
ヒ
ン
ト
が
落
ち
て
る
渋
川
吾
妻
支

部
～
」
と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は

「
会
社
運
営
と
会
社
経
営
の
違
い
と

は
？
」
と
題
し
て
金
井
支
部
長
が
報

告
し
ま
し
た
。

　

富
岡
安
中
支
部
は
二
十
七
日
に
開

催
。
支
部
長
に
㈱
山
一
製
作
所
・
佐

藤
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を

「
知
り
あ
い
学
び
合
え
る
仲
間
の
輪

を
広
げ
、
地
域
と
企
業
を
元
気
に
し

よ
う
!!
」
と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で

は
「
一
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
佐
藤
支
部
長
が
基
調
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

（
各
支
部
と
も
新
年
度
役
員
一
覧
は

本
紙
次
頁
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
）

各支部総会を開催各支部総会を開催
2022年度活動がスタート2022年度活動がスタート
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（
順
不
同
・
敬
称
略
）

各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介

［
支
部
長
］

中
央
キ
ャ
リ
ア
ネ
ッ
ト
㈱

	

社　

長　

小
池　

正
律

［
副
支
部
長
］

サ
ラ
フ
ジ
㈱

	

社　

長　

佐
藤　

孝
志

関
東
燃
料
㈱

	

社　

長　

古
澤　

泰
明

㈱
ア
ル
フ
ァ
ー
企
画

	

取
締
役　

神
谷　

幸
広

㈱
五
洲
園

	

社　

長　

萩
原　

隆
史

住
間
計
画
㈱

	

所　

長　

海
老
沼
久
之

［
運
営
委
員
］

㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

	

社　

長　

町
田　

英
之

㈱
ア
ー
キ
ズ
ム
あ
す
か
設
計

	

社　

長　

小
林　

光
義

N
's Peducation
	

高
屋
敷
奈
央

エ
ア
ム
ー
ブ
住
宅
㈱

	

社　

長　

深
川　
　

修

増
田
煉
瓦
㈱

	

社　

長　

増
田　

晋
一

宗
教
法
人　

如
意
寺

	

住　

職　

村
田　

賢
秀

㈲
ダ
イ
ニ

	

社　

長　

関　

美
津
穂

㈱
モ
ノ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

	

越
知　

靖
政

㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

	

八
木
原
俊
道

松
木
制
作
所

	

代　

表　

松
木　

剛
一

ロ
ー
カ
ル
ガ
ー
デ
ン

	

代　

表　

小
松
崎
真
司

㈱
バ
ン
テ
ッ
ク

	

専　

務　

勝　
　

正
次

㈱
萩
原
設
備

	

萩
原
佐
知
子

㈱
ア
プ
リ

	

社　

長　

大
川　

耕
市

［
監　

事
］

㈲
種
幸
商
店

	
社　

長　

村
山　

英
樹

［
顧　

問
］

蔵
前
産
業
㈱

	

会　

長　

橋
本　
　

勝

㈲
サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

	

社　

長　

宮
崎　

精
一

㈱
蜂
巣
労
務
管
理
事
務
所

	

社　

長　

蜂
巣　

史
良

［
支
部
長
］

関
東
興
業
㈱

	

社　

長　

佐
藤　

浩
二

［
副
支
部
長
］

㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ

	

社　

長　

鈴
木　

智
統

㈱
成
電
工
業

	

社　

長　

瀧
澤　
　

啓

㈱
モ
ハ
ラ
テ
ク
ニ
カ

	

常　

務　

茂
原　

慎
吾

セ
レ
ナ
ー
デ

	

代　

表　

朝
岡　

伸
江

㈱
石
井
工
機

	

社　

長　

石
井　

安
美

［
運
営
委
員
］

㈱
ア
イ
テ
ク
シ
ス
テ
ム

	

社　

長　

戸
塚　

美
秀

川
上
機
工
㈱

	

社　

長　

吉
池　
　

睦

三
朋
企
業
㈱

	

社　

長　

宮
石　

喜
康

末
高
販
売
㈱

	

社　

長　

水
野　

龍
太

ソ
ニ
ー
生
命
保
険
㈱

	

生
沼　

英
治

㈱
天
翔
堂

	

社　

長　

岡
崎　

輝
行

林
工
業
㈱

	

社　

長　

古
関　
　

亘

㈱Philosophy

×A
rts

	

社　

長　

猪
瀬　

慶
久

㈱
プ
ロ
タ
ゴ
ワ
ー
ク
ス

	

取
締
役　

野
尻　

浩
美

㈱
山
岸
製
作
所

	

社　

長　

山
岸　

良
一

㈲
山
﨑
製
作
所

	

社　

長　

山
﨑　

将
臣

新
島
学
園
短
期
大
学

	

学　

長　

岩
田　

雅
明

㈱
リ
ー
ド
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

	

社　

長　

丸
山　

秀
行

㈱Cheer up
	

社　

長　

野
澤　

裕
一

レ
イ
ア
ク
リ
ス
化
粧
品

	
代　

表　

千
保
木
桂
子

㈱
ペ
リ
テ
ッ
ク

	

取
締
役　

日
下
部
嘉
彦

㈱
エ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト

	

社　

長　

鳥
毛　

正
弘

㈲
高
崎
ク
エ
イ
ル

	

常　

務　

串
田　

雄
俊

㈲
中
里
ス
プ
リ
ン
グ
製
作
所

	

常　

務　

中
里　

保
史

［
会
計
監
査
］（
兼
務
）

㈲
エ
イ
ブ
ル

	

社　

長　

角
田
亜
弥
子

［
支
部
長
］

税
理
士
事
務
所
ｓ
ｋ
ｙ

	

所　

長　

小
林　
　

潤

［
副
支
部
長
］

㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス

	

社　

長　

榎
原　

栄
一

㈱
エ
ム
・
エ
ス
・
ケ
ー

	

社　

長　

稲
葉　

敬
祐

㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー

	

社　

長　

杉
崎　

由
里

㈱
小
淵
警
備
保
障

	

常　

務　

小
淵
豊
太
郎

㈲
ス
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

	

専　

務　

諏
訪　

康
彦

合
同
会
社
ユ
リ
ア

	

代　

表　

本
多　

宏
弥

㈲
ビ
ク
ト
リ
ー

	

社　

長　

根
岸　

拓
哉

［
運
営
委
員
］

群
馬
合
金
㈱

	

課　

長　

木
村　
　

剛

後
藤
ガ
ッ
ト
㈲

	

社　

長　

後
藤　

昌
甲

㈱
中　

島

	

取
締
役　

中
島　

将
太

㈱
ナ
ガ
シ
マ

	

社　

長　

長
島　
　

誠

プ
ロ
フ
ァ
設
計
㈱

	

社　

長　

杉
山　
　

崇

［
会
計
監
査
］（
兼
務
）

マ
ル
バ
シ
経
営
労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ

	

代　

表　

丸
橋　

正
幸

［
相
談
役
］

㈱
内
山
労
務
管
理
事
務
所

	

会　

長　

内
山　

修
一

群
馬
合
金
㈱

	

会　

長　

六
本
木
恒
宏

㈱
日
乃
出

	

社　

長　

古
郡　
　

登

［
支
部
長
］

㈱
ハ
セ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

	

専　

務　

周
藤　

亮
佑

［
副
支
部
長
］

ア
ラ
イ
商
会
㈱

	

専　

務　

徳
井　

勝
行

㈲
岡
田
電
気
設
備

	

岡
田　

隆
宏

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト

	

代　

表　

齋
藤
由
起
子

㈲
平
野
商
店

	

専　

務　

平
野　

正
敏

［
運
営
委
員
］

山
王
金
型

	

齋
藤　

貴
志

㈱
ア
イ
ク
ル
ー

	

部　

長　

平
岩　

健
男

木
村
綜
合
法
務
事
務
所

	

代　

表　

木
村　

明
宣

㈱
シ
マ
ダ
工
務
所

	

取
締
役　

武
井　

康
道

日
本
ゼ
ウ
ス
工
業
㈱

	

常　

務　

田
中
光
太
郎

㈲
花
ぶ
さ

	

社　

長　

花
房　

崇
享

㈱
邦　

和

	

社　

長　

丹
羽　

孝
宜

合
同
会
社
ピ
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

	

代　

表　

小
川　

浩
司

［
会
計
監
査
］

平
岩
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

	

所　

長　

平
岩
千
鶴
子

㈱
し
せ
ん

	

監
査
役　

中
野　

祐
子

［
支
部
長
］

㈲
神
保
商
会

	

専　

務　

神
保　
　

豊

前
橋
支
部

前
橋
支
部

高
崎
支
部

高
崎
支
部

伊
勢
崎
支
部

伊
勢
崎
支
部

桐
生
支
部

桐
生
支
部

太
田
支
部

太
田
支
部
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［
副
支
部
長
］

㈲
橋
田
機
設

	

社　

長　

橋
田　

康
宏

㈱
ア
ミ
イ
ダ

	

専　

務　

阿
久
戸
英
男

N
icolulu
	

代　

表　

渡
辺
真
由
美

［
運
営
委
員
］

㈱
エ
ー
・
ピ
ー
・
エ
ム

	

社　

長　

布
施　

浩
二

㈱
ム
ラ
オ
カ
鉄
工
所

	

副
社
長　

村
岡　

功
晃

㈱
サ
ン
エ
イ

	

社　

長　

中
西　

聡
之

㈱
ア
ミ
イ
ダ

	

社　

長　

阿
久
戸
洋
希

東
和
機
械
㈱

	

専　

務　

若
月　

慎
治

相
沢
鉄
工
㈱

	

社　

長　

相
沢　

克
友

㈱
マ
テ
ハ
ン

	

社　

長　

島
山　
　

淳

㈱
総
合
環
境
分
析

	

支
社
長　

中
村　

和
弘

㈱
キ
レ
イ
ス
キ
ー

	

社　

長　

樋
口　

勝
也

㈱
栄
工
業

	

社　

長　

宇
田　

裕
紀

㈱
フ
ラ
ン
ト

	

社　

長　

石
塚　

雅
彦

О
２
ハ
リ
ー
テ
ク
ノ
㈱

	

取
締
役　

針
谷　
　

聡

［
会
計
監
査
］

福
島
会
計
事
務
所

	

角
田　
　

登

［
支
部
長
］

㈲
月
夜
野
き
の
こ
園

	

社　

長　

金
子　

崇
範

［
副
支
部
長
］

㈲
笠
原
産
業

	

専　

務　

笠
原　

克
也

㈲
農
園
星
ノ
環

	

社　

長　

星
野　

高
章

［
運
営
委
員
］

㈱
フ
ァ
ン
・
ラ
イ
フ
カ
ン
パ
ニ
ー

	

専　

務　

櫻
井　

健
一

工
舎　

澄
み
処

	

山
口
長
士
郎

㈱
北
毛
久
呂
保

	

社　

長　

兵
藤　

武
志

㈱
貫
光
農
園
は
る
な
山

	

社　

長　

吉
田　

典
明

グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱

	

社　

長　

澤
浦　

彰
治

㈲
果
実
庭

	

社　

長　

桑
原　

裕
和

山　

崎
	

代　

表　

山
崎　
　

剛

㈲
ノ
ー
ム
ラ
ン
ド
高
橋

	
社　

長　

高
橋　

宣
明

㈱
野
菜
く
ら
ぶ

	
専　

務　

毛
利　

嘉
宏

㈲
利
根
無
線
商
事

	
樋
之
口
武
志

ヒ
カ
リ
ホ
ー
ム
㈱

	

社　

長　

島
田　

崇
弘

㈱
つ
か
さ

	

店　

長　

山
田　

国
大

ね
ぎ
し
農
園

	

代　

表　

根
岸　

宏
行

［
会
計
監
査
］

㈱
あ
ざ
み
創
機

	

社　

長　

阿
左
見
徳
之

［
支
部
長
］

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
社
会
保
険
労
務
士
行

政
書
士
事
務
所

	

所　

長　

金
井　

雄
吾

［
副
支
部
長
］

池
沢
自
動
車
整
備
工
場

	

池
沢　

孝
介

行
政
書
士
小
鮒
法
務
事
務
所

	

代　

表　

小
鮒　
　

博

［
運
営
委
員
］

㈲
ハ
ル
ナ
工
芸

	

社　

長　

植
杉　

隆
士

㈱
シ
ェ
リ
ー

	

社　

長　

清
塚　
　

徹

㈱
出
雲
（
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ク
）

	

社　

長　

中
野　

賢
幸

Ｔ
．
Ｍ
．
企
画

	

代　

表　

佐
藤
と
し
子

ロ
ー
ラ
ン
ド
観
光
バ
ス
㈱

	

社　

長　

蜂
巣　

和
美

㈱
コ
モ
チ

	

専　

務　

齋
藤　

和
子

㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ

	

社　

長　

横
須
賀
巧
哉

都
丸
農
園

	

代　

表　

都
丸　
　

悟

㈱
山
添
商
事

	

社　

長　

山
添
由
美
香

㈱
群
馬
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

	

社　

長　

坂
木　

裕
之

㈱
オ
ー
ケ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

	

部　

長　

妹
尾　

尚
樹

㈲
岸
木
工

	

専　

務　

岸　
　

典
幸

［
会
計
監
査
］

㈱
和
心
の
宿
大
森

	

会　

長　

大
森　

隆
博

［
相
談
役
］

㈲
小
林
電
気
工
業
所

	
社　

長　

小
林　

裕
一

［
特
別
顧
問
］

㈱
群
馬
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

	

前
社
長　

石
田　

勝
弥

㈱
オ
ー
ケ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

	

社　

長　

岡
部　

幹
雄

［
支
部
長
］

㈱
山
一
製
作
所

	

社　

長　

佐
藤　

茂
樹

［
副
支
部
長
］

㈲
下
仁
田
納
豆

	

社　

長　

南
都　

隆
道

㈱
さ
く
ら
オ
フ
ィ
ス

	

社　

長　

浅
井　

明
美

㈱
ビ
ッ
ト

	

社　

長　

柳
澤　

哲
也

［
運
営
委
員
］

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス

	

社　

長　

田
村　

徳
良

㈱
野
口
製
作
所

	

社　

長　

野
口　

大
輔

㈱
サ
ト
ウ
ス
チ
ー
ル

	

社　

長　

佐
藤　

仁
哉

㈲
マ
ル
ニ
精
機

	

社　

長　

関
口　

貴
志

富
岡
大
金
工
業
㈱

	

専　

務　

大
塚　

功
二

㈲
マ
ル
イ

	

社　

長　

辻
川　

雅
弘

㈱IIZU
K
A

	

社　

長　

飯
塚　

拓
馬

㈲
小
板
橋
産
業

	

社　

長　

小
板
橋
哲
也

㈱
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル

	

社　

長　

岩
井　

久
典

㈲
見
田
村
製
作
所

	

社　

長　

見
田
村
健
司

ケ
ル
ン
㈱

	

社　

長　

乘
附　

和
子

㈲
中
山
自
動
車
整
備
工
場

	

社　

長　

中
山　
　

剛

茂
木
食
品
工
業
㈱

	

社　

長　

茂
木　
　

進

中
島
生
花
店

	

代　

表　

中
島　

良
員

Ｇ
３
デ
ザ
イ
ン

	
代　

表　

茂
木　

正
有

㈱Pure N
ext

	

社　

長　

塚
田　

純
次

エ
ム
ラ
ボ
㈱

	

社　

長　

三
枝　

孝
裕

コ
シ
バ
電
機
㈱

	

社　

長　

小
柴　
　

淳

㈲
ハ
ラ
ダ
パ
ー
ツ

	

社　

長　

原
田　

文
武

㈲
山　

富

	

社　

長　

原
田　

光
則

㈱
ヒ
ル
ズ
伊
勢
崎

	

社　

長　

石
原　

秀
樹

㈲
西
毛
リ
ー
ス
キ
ン

	

富
田　

裕
貴

［
会
計
監
査
］

マ
ル
シ
ン
産
業
㈱

	

社　

長　

提
箸　

康
裕

各支部の活動方針
【前 橋 支 部】『学ぼう！交流しよう！そして楽しもう！』

【高 崎 支 部】『仲間をつくれる支部づくり』

【伊勢崎支部】『強い会社を創ろう』

【桐 生 支 部】『「仲間」を増やし、更に「魅力」のある桐生支部を「みんな」で作る！』

【太 田 支 部】『未来のために見栄やプライドを捨て、真剣に経営課題に向き合おう！』

【沼 田 支 部】『経営者の責任を果たす』

【渋川吾妻支部】『話そう・聴こう・前を向こう～ヒントが落ちてる渋川吾妻支部～』

【富岡安中支部】『知り合い学び合える仲間の輪を広げ、地域と企業を元気にしよう ! ! 』

沼
田
支
部

沼
田
支
部

渋
川
吾
妻
支
部

渋
川
吾
妻
支
部

富
岡
安
中
支
部

富
岡
安
中
支
部
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

　

五
月
十
九
日
（
木
）、二
十
日
（
金
）

の
二
日
間
、
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
音
羽
倶

楽
部
を
会
場
に
「
幹
部
社
員
（
及
び

幹
部
候
補
）
研
修
会
」
を
開
催
。
当

初
は
二
月
開
催
で
計
画
し
て
い
た
同

研
修
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
受
け
て
約
三
カ
月
延
期
し
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
の
目

的
と
し
て
「
幹
部
社
員
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
（
能
力
・
役
割
・
責
任
）
を

正
し
く
理
解
す
る
」
を
掲
げ
、
受
講

者
・
経
営
者
合
わ
せ
て
約
三
〇
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
「
幹
部
の
役
割
を
理
解

す
る
」、
二
日
目
は
「
幹
部
と
し
て

自
ら
考
え
、
行
動
す
る
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
設
定
。N

's Peducation

・

高
屋
敷
氏
（
前
橋
支
部
）、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
・
齋
藤

氏
（
桐
生
支
部
）
を
中
心
に
多
数
の

会
員
経
営
者
が
講
師
を
務
め
、
幹
部

社
員
の
役
割
や
期
待
、
部
下
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
合

意
形
成
、
経
営
者
も
交
え
た
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス

ゲ
ー
ム
な
ど
、
同
友
会
の
研
修
会
ら

し
い
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
行

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

研
修
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
二
日
間
の

学
び
や
反
省
点
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か

ら
の
決
意
表
明
が
力
強
い
言
葉
で
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
以
下
、
一
部
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

《
受
講
者
》

○
今
回
の
学
び
を
ま
ず
は
自
分
が
実

践
し
、
そ
の
後
は
社
員
の
皆
と
共
有

し
て
い
く
。
そ
し
て
、
経
営
理
念
や

社
長
の
思
い
（
夢
）
を
実
現
さ
せ
る

幹
部
社
員
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

○
幹
部
社
員
の
役
割
は
会
社
の
方
向

性
を
正
し
く
理
解
し
、社
員
（
部
下
）

を
通
し
て
成
果
を
上
げ
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
上
司
・
部
下
の
双
方
と
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

役
割
を
担
っ
て
い
く
。

○
自
身
の
課
題
や
悩
み
に
対
す
る
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
貰
え
て
心
が
満

た
さ
れ
た
。
ま
ず
は
自
分
自
身
の
心

に
余
裕
（
心
理
的
安
定
）
を
持
ち
、

幹
部
社
員
と
し
て
日
々
の
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

《
経
営
者
》

○
研
修
会
の
開
催
を
積
み
重
ね
る
度

に
参
加
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
良
い
ア

イ
デ
ア
や
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
内
容
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

○
こ
の
研
修
会
の
設
営
に
関
わ
る
こ

と
で
経
営
者
自
身
も
大
き
な
学
び
が

得
ら
れ
、
む
ち
ゃ
振
り
に
も
対
応

で
き
る
度
胸
が
つ
い
て
お
り
ま
す

（
笑
）。

幹
部
社
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
正
し
く
理
解
す
る

幹
部
社
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
正
し
く
理
解
す
る

��

２
０
２
２
幹
部
社
員（
及
び
幹
部
候
補
）研
修
会

２
０
２
２
幹
部
社
員（
及
び
幹
部
候
補
）研
修
会
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〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

全
員
参
加
の
支
部
活
動
を

全
員
参
加
の
支
部
活
動
を

��

目
指
し
て

目
指
し
て

第
37
回
高
崎
支
部
総
会

強い会社をつくるには強い会社をつくるには
第37回伊勢崎支部総会

　

五
月
二
十
三
日
（
月
）、
Ｇ
メ
ッ

セ
群
馬
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場

に
第
三
十
七
回
高
崎
支
部
総
会
を
開

催
。
総
会
議
事
終
了
後
の
第
二
部
例

会
で
は
、
高
崎
支
部
長
に
再
任
し
た

関
東
興
業
㈱
、
代
表
取
締
役
・
佐
藤

浩
二
氏
が
「
全
員
参
加
の
支
部
活
動

を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
期

の
支
部
運
営
や
活
動
方
針
を
中
心
に

報
告
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
同
友
会
へ
の
入
会
か

ら
各
種
活
動
に
よ
る
学
び
と
自
社
で

の
経
営
実
践
、
支
部
長
に
就
任
し
て

の
二
年
間
を
振
り
返
り
、
支
部
長
三

年
目
に
あ
た
る
今
期
の
支
部
運
営
と

活
動
方
針
を
説
明
。
新
た
に
導
入
す

る
五
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
よ
り
、
会
員
の

定
着
・
活
性
化
や
新
会
員
の
入
会
な

ど
に
繋
げ
て
い
き
、
活
動
方
針
「
仲

間
を
つ
く
れ
る
支
部
づ
く
り
」
を
達

成
す
る
道
す
じ
を
参
加
者
に
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

か
ら
も
一
言
ず
つ
方
針

や
抱
負
な
ど
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
所
属
メ
ン

バ
ー
ご
と
に
分
か
れ
て

意
見
交
換
（
グ
ル
ー
プ

討
論
）
を
実
施
。
自
己

紹
介
を
皮
切
り
に
、
各

社
の
経
営
課
題
や
支
部

例
会
で
学
び
た
い
こ

と
、
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
へ

の
意
見
・
提
案
な
ど
が

活
発
に
飛
び
交
う
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

五
月
十
八
日
（
水
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
（
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
を
会
場
に

第
三
十
七
回
伊
勢
崎
支
部
総
会
を
開

催
。
総
会
議
事
が
滞
り
な
く
承
認
さ

れ
た
後
、第
二
部
基
調
報
告
で
は「
強

い
会
社
を
つ
く
る
に
は
～
大
変
な
と

き
こ
そ
新
た
な
挑
戦
の
チ
ャ
ン
ス

～
」
と
題
し
、
金
属
加
工
・
精
密
機

械
加
工
業
の
㈱
山
岸
製
作
所
、
代
表

取
締
役
・
山
岸
良
一
氏
（
高
崎
支
部
）

が
自
身
の
経
営
体
験
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

山
岸
氏
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
っ
た
直
近
三
年
間
の
業
績
推
移
を

振
り
返
っ
た
上
で
、
強
い
会
社
を
つ

く
る
に
は
「
何
よ
り
人
財
育
成
が
大

切
で
あ
り
、
特
に
強
い
幹
部
社
員
の

育
成
が
絶
対
に
必
要
」
と
語
り
、「
幹

部
社
員
に
経
営
者
意
識
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
の
事
業
承
継
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
次
世
代
の
班
長
・
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
社
長
塾
」
な
ど
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
紹
介
。
ま
た
、
幹

部
社
員
が
実
践
し
て
き
た
営
業
・
人

財
育
成
・
不
良
削
減
・
採
用
な
ど
の

活
動
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
説
明
し

ま
し
た
。

　

第
三
部
懇
親
会
で
は
、
伊
勢
崎
支

部
と
会
員
企
業
の
発
展
を
祈
念
し
て

乾
杯
。
山
岸
氏
の
報
告
を
受
け
て
今

期
の
支
部
活
動
方
針
「
強
い
会
社
を

創
る
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
め
合

い
ま
し
た
。
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▼
会
社
概
要

　

当
社
は
、
魚
の
目
・
た
こ
・
巻
き

爪
な
ど
の
足
ト
ラ
ブ
ル
を
ケ
ア
す
る

専
門
店
「
フ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ロ
ン　

N
icolulu

（
ニ
コ
ル
ル
）」
を
、
二

店
舗
（
太
田
市
・
高
崎
市
）
展
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
施
設
へ
の

訪
問
フ
ッ
ト
ケ
ア
も
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
自
己
紹
介

　

私
の
人
生
の
テ
ー
マ
は
「
自
由
と

楽
し
さ
の
追
求
」で
す
。
も
と
も
と
、

人
と
違
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
願

望
が
あ
り
、
中
学
生
の
頃
か
ら
〝
自

分
の
お
店
を
持
つ
〟
と
い
う
夢
が
あ

り
ま
し
た
。大
人
に
な
る
に
つ
れ「
自

分
で
決
め
た
通
り
に
事
業
を
し
て
み

た
い
」
と
、
そ
の
思
い
は
強
く
な
り

起
業
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

探
求
心
が
強
く
「
も
っ
と
良
く
す

る
に
は
？
」
に
視
点
が
向
く
マ
イ
ン

ド
が
あ
る
の
で
、
成
長
に
繋
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
待
つ
こ

と
が
苦
手
な
の
で
、
良
い
方
に
向
く

と
「
行
動
力
」、
悪
い
方
に
向
く
と

「
ト
ラ
ブ
ル
」
に
繋
が
る
傾
向
に
あ

る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

は
主
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
起
こ
り
ま

す
（
笑
）。

▼
事
業
に
か
け
る
思
い
と
課
題

　

私
が
フ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
に
特
化
し

た
の
は
、
祖
母
が
転
倒
を
き
っ
か
け

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

し
た
。「
防
げ
た
可
能
性
が
あ
る
」

と
い
う
モ
ヤ
モ
ヤ
を
抱
え
て
い
た

頃
、
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
で
転
倒

予
防
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
を
耳
に
し
て
今
の
道

が
開
け
ま
し
た
。

　

足
へ
の
健
康
意
識
は

ま
だ
ま
だ
低
い
の
で
、

転
倒
死
亡
「
ゼ
ロ
」
の

世
界
を
目
指
し
、
足
の

健
康
に
対
す
る
認
知
度

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

課
題
は
人
材
育
成
で

す
。
お
客
様
の
要
望
は

千
差
万
別
で
、
同
じ
対

応
は
で
き
ま
せ
ん
。
技

術
・
接
客
な
ど
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
須
で
す
。
加

え
て
、
幹
部
候
補
の
育
成
な
ど
、
多

店
舗
展
開
で
の
仕
組
み
化
が
課
題
で

す
。

▼�

鶴
の
花
部
会
長
／
太
田
支
部
副
支

部
長
（
二
〇
二
二
年
度
～
）

　

当
社
が
女
性
ば
か
り
の
職
場
な
の

で
、女
性
が
集
ま
る
「
鶴
の
花
部
会
」

の
中
心
で
学
ぶ
こ
と
が
、
自
社
経
営

に
そ
の
ま
ま
活
か
せ
る
と
思
い
立
候

補
し
ま
し
た
。

　

支
部
の
副
支
部
長
に
関
し
て
は
、

声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
自

分
が
学
ぶ
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て

い
ま
し
た
が
、
役
員
と
し
て
支
部
へ

ど
う
還
元
で
き
る
か
に
も
フ
ォ
ー
カ

ス
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
自
社
の
組
織
を
作
っ

て
い
く
段
階
な
の
で
、
同
友
会
で

役
を
全
う
す
る
こ
ろ
に
は
、
自
社

の
組
織
も
同
じ
よ
う
に
出
来
上

が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼�

会
社
、
同
友
会
そ
れ
ぞ
れ
の
展

望

　

会
社
と
し
て
は
、
法
人
化
し
て

全
国
展
開
す
る
の
が
現
時
点
で
の

最
終
目
標
で
す
。

　

同
友
会
で
は
、
鶴
の
花
部
会
の

組
織
力
強
化
と
、
存
在
意
義
を
明
確

に
し
、
専
門
部
会
と
し
て
の
深
い

学
び
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
ま
だ
ベ
テ
ラ
ン
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
役
を
受
け

る
立
場
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
同
友

会
の
良
さ
を
伝
え

る
事
も
一
つ
の
役

目
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
良
さ
を
分

か
っ
て
一
緒
に
学

び
合
え
る
仲
間
を

増
や
し
た
い
で
す

ね
。

所在地／太田藪塚店・太田市藪塚町2126－7
連絡先／ TEL0277－47－6805
所在地／高崎店・高崎市飯塚町495－1
連絡先／ TEL080－8848－2105（お客様専用ダイヤル）
Ｈ　Ｐ／ https://www.nicolulu-foot.com/

Nicolulu
代表  渡辺真由美 氏（太田支部所属）

多店舗展開／鶴の花部会長会員企業紹介

訪問
インタビュー

■
顔
の
見
え
る
広

報
誌
を
目
指
し
て

今
日
も
ど
こ
か
で

取
材
中
！
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【伊勢崎にリサイクル店】
� ㈱丸越
　中古品を買い取り販売するリサイクルストア「エコモンス
ター伊勢崎店」が５月30日の「ごみゼロの日」に、伊勢崎市
田中島町にオープンした。廃棄物収集運搬業の㈱丸越（代表
取締役・堀越正和氏／渋川吾妻支部所属）が展開し、前橋店
に次ぐ２店舗目。６月までは買い取りで商品を集め、７月１
日から販売を開始する。
　堀越社長は「普段使いで訪れてもらえるよう、日用雑貨も
たくさんそろえたい」、同店の佐藤健店長は「幅広い世代の
人に利用してほしい」と話している。� ［５／ 31付上毛］

【プログラミング　外部講師に学ぶ】
� ㈱ペリテック
　県が推進するデジタル人材育成事業「群馬デジタルイノ
ベーションチャレンジ」の一環で、「ぐんまプログラミング
アワード2022」のIoT部門出場を希望する高崎高物理部の１、
２年生約20人が31日、高崎市の同校で、外部講師から出品作
品へのアドバイスを受けた。
　システム制作設計・製造の㈱ペリテック（取締役経営企画
室・日下部嘉彦氏／高崎支部所属）の井沢代表ら４人が講師
を務めた。井沢さんは「継続できるような仕組みが大事。目
的が明確だといいね」「構想はすごくいい。ちゃんとデータ
解析をしたら面白いかも」と一人一人の発表に丁寧に答えた。
� ［６／１付上毛］

【国の省エネ支援　指定金融機関に】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支部所
属）は３日、経済産業省の「省エネルギー設備投資に係る利
子補給金」事業について、本年度の指定金融機関に採択され
たと発表した。
　同事業は、事業者がエネルギー効率の高い設備を導入する
際に、指定金融機関と共に計画書を作成。認定されると、設
備導入に伴う融資について最長10年間、最大１％の利子補給
金が交付される。� ［６／４付上毛］

【乳搾り体験や牛グッズ】
� 須藤牧場
　牛乳月間の６月に合わせ、牛や牛乳への関心を高めるイベ
ント「MOO CAFE牧場」が４日、前橋市住吉町の喫茶店「MOO 
CAFE」で始まった。乳製品や牛関連グッズの販売などを行っ
ている。25日まで。
　ベニヤ板にペンキを塗って作った牛の模型が来場者を待ち
構える。四つの哺乳具が付いており、訪れた子どもが乳搾り
を体験した。黒と白の牛模様のポーチやキーホルダーといっ
た100点以上の雑貨も並んでいる。
　いずれも前橋市の須藤牧場（代表・須藤晃氏／前橋支部所
属）と、牛乳販売などを行うヘルシーミルク、同カフェが企
画した。� ［６／５付上毛］

【道の駅に食堂】
� ㈲農園星ノ環
　農業生産法人㈲農園星ノ環（代表取締役・星野高章氏／沼
田支部所属）は10日、同村森下の道の駅「あぐりーむ昭和」
に、自社栽培の野菜をはじめ地元食材を使った定食を提供す
る「ムラノナカ食堂」を開店する。
　メニューは、自社農園のレタスや地場産の旬な野菜を約10
種類使った「１日分の野菜がとれるスペシャルサラダうどん」
（1,200円）や、同村の特産品であるこんにゃくを使った「牛
すじぷるぷるこんにゃく定食」（1,500円）など。
　村産や県産の素材を主に使うことにこだわった。メニュー
の中心に据えるうどんも、県産の小麦粉をブレンドした自家
製麺。
　水曜定休。営業時間は午前９時～午後３時。
� ［６／ 10付上毛］

【社会人講師と学生意見交換】※共同求人委員会が受け持つ
提供講座です。
� 新島学園短期大学
� 兼希工業㈱
　新島学園短期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）は

16日、高崎市の同短大で社会人講師を招いた講座を開いた。
24人がグループワークなどを通じ、失敗しても続けることの
意義などを考えた。
　学生に働くことへの認識を深めてもらうのが狙い。住宅用
パネルの製造販売などを手がける兼希工業㈱（代表取締役・
細渕敦氏／伊勢崎支部所属）の細渕恵美取締役が講師を務め
た。
　学生は事前に提示された「継続することの利点」や「障害
があっても継続に必要なこと」などの課題について３人の班
で話し合い、授業の最後に各班が結論を発表。「壁にぶつかっ
ても乗り越えると自信がつく」「スキルを身に付けられる」
などの意見が出た。
� ［６／ 17付上毛］

【PR映像の合弁設立】
� ㈱Sunset films
　紙卸売業の平出紙業（前橋市問屋町）と映像制作の㈱
Sunset films（代表取締役社長・井埜亮太氏／高崎支部所属）
は、映像を活用した企業PRを手がける合弁会社「アンバー
ブラウン」を設立した。県内の観光、飲食事業者らのPR映
像を低価格で作成するほか、ユーチューブチャンネルの運用
管理などを行う。
　デジタル分野への展開を模索していた平出紙業と、低価格
を打ち出した新ブランドを作ろうとしていたSunset filmsの
意向が合致した。Sunset filmsの技術力と平出紙業の営業力
を組み合わせ、相乗効果を生み出す狙い。
� ［６／ 17付上毛］

【学校給食　循環型に】
� 日本ゼウス工業㈱
　学校給食における地産地消と循環型システム構築を進めよ
うと、桐生市教育委員会は20日、食べ残しからできた肥料を
使って農作物を栽培し、食材として活用する取り組みを始め
ると発表した。
　食品の食べ残しの肥料化を手がける日本ゼウス工業㈱（常
務取締役・田中光太郎氏／桐生支部所属）に有償で提供し、
同社が契約する農家が７月初旬、同市新里町内の畑でニンジ
ンの作付け時に肥料として使う予定。その後、市学校給食中
央共同調理場が食材として仕入れ、11月以降の給食で使う。
� ［６／ 21付上毛］

【受講企業の半数　輸出実現】
� 茂木食品工業㈱
　県と日本貿易振興機構・群馬貿易情報センター（ジェトロ
群馬）が実施する輸出の入門講座「グローバルビジネス実践
塾」を受講し、実際に輸出実績を挙げる県内の中小企業が増
加している。
　こんにゃく商品を手がける茂木食品工業㈱（代表取締役・
茂木進氏／富岡安中支部所属）は20年度、海外に販路を求め
て同塾に参加した。日本食人気や植物性100％食品を求める
海外需要を知り、大豆とこんにゃくで作るハンバーグを開発。
受講終了直後から輸出を開始し、現在は米国、オーストラリ
ア、フランス、ドイツに販路を拡大した。
� ［６／ 21付上毛］

【会員登録変更】
　㈱ステッチ、専務取締役・二村哲哉氏（前橋支部所属）は、
この度、「取締役社長・大海英美氏」に会員登録を変更しま
した。

【代表取締役就任】
　㈱小淵警備保障、常務取締役・小淵豊太郎氏（伊勢崎支部
所属）は、この度、「代表取締役」に就任しました。

【事業所移転】
　㈲フレンズ運送、代表取締役・赤間美代子氏（太田支部所
属）は、この度、下記のとおり事業所を移転しました。
〒373-0031　太田市脇屋町710-1
TEL：0276-55-1775　FAX：0276-55-5772

【取締役会長就任】
　㈲五月女鉄工、代表取締役社長・吉田修次氏（太田支部所
属）は、この度、「取締役会長」に就任しました。
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新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

６月度常任理事会承認

前
橋
支
部

〒371-0801　前橋市文京町1-32-21

　当社はものづくりに携わる製造業の皆様を
お客様として、生産設備、消耗品等、多岐の商
材を取り扱う商社を営んでおります。本社は前
橋ですが、高崎、伊勢崎にも営業所がござい
ます。頂いたご縁を大切に、研修、交流と励ん
で参りたいと思っています。よろしくお願い致
します。

ＴＥＬ：027−221−4333
ＦＡＸ：027−221−7677

部品加工を主体とした向上をお客様として、生産設備、消耗品全般を販売しています。

【紹介者／佐藤孝志、萩原隆史】
音楽鑑賞

㈱マエキ

代表取締役
藤　生　克　浩

S56年生

高
崎
支
部

〒375-0024　藤岡市藤岡2434

　初めまして。株式会社ベルハースの林直哉
と申します。藤岡市と前橋市で葬儀をしていま
す。同友会で経営の勉強ができることを楽し
みにしています。よろしくお願いします。

ＴＥＬ：0274−24−4444
ＦＡＸ：0274−23−8888

葬儀

【紹介者／西村正司（兵庫同友会）、生沼英治】
スキー

㈱ベルハース

代表取締役社長
林　　　直　哉

S52年生

太
田
支
部

〒373-0021　太田市東今泉町275

　はじめまして。弊社は金属製品加工を行っ
ており、プレス・板金・溶接を中心に幅広い業
種の製品を加工しています。経営者として、ま
た一人の人間として成長出来るよう皆様から
学ばせていただきたいと思っております。宜し
くお願い致します。

ＴＥＬ：0276−25−2899
ＦＡＸ：0276−56−4192

プレス・板金・溶接

【紹介者／阿久戸洋希】
野球、ギター

㈲佐藤製作所

専務取締役
佐　藤　　　平

S59年生

前
橋
支
部

〒379-2146　前橋市公田町604-1

　当社は前橋市公田町を中心に有料老人ホー
ム・デイサービス・訪問介護・訪問看護を運営
しております。介護の現状をお伝えしながら、
異業種の方々から学び、勉強していきたいと
思っております。どうぞよろしくお願いいたしま
す。

ＴＥＬ：027−226−6155
ＦＡＸ：027−226−6154
介護保険事業、有料老人ホーム

【紹介者／小池正律】
テニス、釣り、ダンス、パン作り

㈱リバティー・アソシエーション

代表取締役
椛　澤　奈　英

S43年生

桐
生
支
部

〒376-0045　桐生市末広町2-9

　当社はホテル経営を主に、飲食業・葬祭ギフト販売
を手掛けております。お客様から「泊まって良かった」
「美味しかった」「貰って良かった」と言っていただけ
るように日々努力してります。まだまだ未熟な私です
が、同友会の皆様との交流を大切にし、同友会で得た
経営等のアドバイスを自社サービス、商品にブラッシュ
アップできるようにしていきたいと思っております。

ＴＥＬ：0277−22−0166
ＦＡＸ：0277−45−1645

ホテル業、贈答品・返礼品販売、飲食業

【紹介者／小川浩司】
ライブ鑑賞

㈱ミヤトミ

専務取締役
宮　本　泰　明

S49年生

富
岡
安
中
支
部

〒379-0116　安中市安中5211-1

　「ITは便利に使わないともったいないです」
ITを通して中小企業の皆様の課題解決に少し
でも貢献したい、との想いから2021年９月に個
人事業主として独立しました。諸先輩から少し
でも多くの事を吸収したいです。そして自らも
一生懸命勉強していきたいです。どうぞよろし
くお願い致します。

ＴＥＬ：027−393−6844

Excelシステム作成、PC導入保守、IT業務委託、ホームページ作成、助成金・補助金申請サポート

【紹介者／朝岡伸江】
家庭菜園

ヒロキITサポート

代　表
廣　木　克　之

S41年生

第２回
日
時　

六
月
七
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
戸

塚
、
理
事
／
吉
池
、
提
箸
、
小
林
、

榎
原
、
佐
藤
、
山
崎
、
渡
辺
、
小
池
、

佐
藤
、
小
林
、
神
保
、
金
子
、
金
井
、

佐
藤
、
古
澤
、
瀧
澤
、
茂
原
、
齋
藤
、

平
野
、
岡
田
、
布
施
、
橋
田
、
村
岡
、

中
西
、
関
口
、
小
板
橋
、
三
枝
、
事

務
局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
竹
内
（
役

員
計
三
十
名
）

【
議　

事
】

　

伊
勢
崎
支
部
長
の
小
林
氏
が
議
長

を
つ
と
め
、
町
田
代
表
理
事
挨
拶
の

も
と
、
第
二
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
今
後
の
計

画
や
活
動
報
告
等
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
二
〇
二
二
経
営
研
究
集
会
の
概

要
提
案
に
つ
い
て

　

研
究
集
会
実
行
委
員
長
の
榎
原
氏

よ
り
、
講
師
・
会
場
・
予
算
な
ど
の

概
要
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し

ま
し
た
。

２
．
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
（
来

年
度
）
の
提
案
に
つ
い
て

　

総
務
会
で
話
し
合
わ
れ
た
創
立

五
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
定

時
総
会
と
合
わ
せ
た
式
典
の
開
催
、

記
念
誌
・
記
念
品
の
作
成
な
ど
の
提

案
が
事
務
局
長
よ
り
あ
り
、
大
枠
で

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

３
．
社
会
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

に
つ
い
て

　

共
同
求
人
委
員
会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
実
行
チ
ー
ム
）
の
関
口
氏
よ
り
、

四
回
目
の
開
催
と
な
る
社
会
連
携
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
概
要
が
提
案
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

４
．
会
外
か
ら
の
依
頼
事
項
に
つ
い

て
　

①
新
島
短
期
大
学
の
公
開
セ
ミ

ナ
ー
協
賛
依
頼
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

②
県
労
働
政
策
課
か
ら
の
グ
ッ

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
後
援
依
頼
を
承
認
し

ま
し
た
。

　

③
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
の
意
見

交
換
会
開
催
依
頼
（
八
月
理
事
会
で

実
施
予
定
）
を
承
認
し
ま
し
た
。

５
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
六

名
、
退
会
者
二
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
三
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

群
馬
同
友
会
五
〇
周
年
記
念
行
事

開
催
に
向
け
て
、
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

２
．
第
三
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
選
任

は
桐
生
支
部
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
七
月
五
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）


